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文
永
三
年
一
月
六
日) 

 

譬
ば
秋
冬
枯
た
る
草
木
の
、
春
夏

の
日
に
値
て
枝
葉
華
菓
出
来
す
る

が
ご
と
し
。
爾
前
の
秋
冬
の
草
木

の
ご
と
く
な
る
九
界
の
衆
生
、
法

華
経
の
妙
の
一
字
の
春
夏
の
日
輪

に
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
、
菩
提
心

の
華
さ
き
成
仏
の
菓
な
る
。
竜
樹

菩
薩
の
大
論
に
い
は
く
、
〔
「
譬

え
ば
大
薬
師
の
能
く
毒
を
も
っ
て

薬
と
な
す
が
ご
と
し
」
〕
云
云
。

こ
の
文
は
大
論
に
法
華
経
の
妙
の

徳
を
釈
す
る
文
な
り
。
妙
楽
大
師

の
釈
に
い
は
く
、
〔
「
治
し
難
き

を
能
く
治
す
ゆ
え
に
妙
と
称

す
」
〕
等
云
云
。 

【
現
代
語
訳
】 

  

た
と
え
ば
秋
か
ら
冬
へ
か
け
て
の
氷

や
雪
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
草
木
が
、
春

か
ら
夏
へ
か
け
て
の
日
に
照
ら
さ
れ
、

芽
や
葉
を
出
し
花
を
咲
か
せ
て
果
実
を

な
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
法
華

経
以
前
の
秋
冬
の
草
木
に
あ
た
る
九
界

の
衆
生
が
、
法
華
経
の
妙
の
一
字
で
あ

る
春
夏
の
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
、
菩
提

心
の
華
を
咲
か
せ
成
仏
の
木
の
実
を
な

ら
せ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
竜
樹
菩
薩

は
大
智
度
論
（
だ
い
ち
ど
ろ
ん
）
の
中

で
、
「
た
と
え
ば
大
薬
師
が
毒
を
変
じ

て
よ
く
薬
と
な
す
が
ご
と
き
も
の
で
あ

る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文
は
法

華
経
の
妙
の
徳
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
妙
楽
大
師
は
、
「
諸
経
で
は

よ
く
治
療
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

難
病
の
人
を
法
華
経
で
は
こ
と
ご
と
く

な
お
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
妙
と
称

す
る
の
で
あ
る
」
と
も
い
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

※
参
考
・
・
『
日
蓮
聖
人
全
集
』 

 

 第９回 境内清掃奉仕のお願い 

  １０月２５日(金)   

  午前9時～10時半(雨天順延)  
   

 11月の当山御会式を迎える為、上記の日程にて、 

 恒例の清掃奉仕を実施致します。 

 清掃奉仕によって汗を流し、道場荘厳すると共に、 

 自分自身の心の垢も一緒に流しましょう。そして、 

 清らかな気持ちで御会式に是非御参拝下さい。 
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令
和
六
年
八
月
十
七
日
～
十

八
日
に
か
け
て
、
本
門
寺
に
於

い
て
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
第
三
回
「
少
年
少
女 

お
も
す

道
場
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

お
盆
中
の
台
風
の
影
響
も
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
当
日

は
真
夏
の
太
陽
が
降
り
注
ぎ
、

三
十
名
の
子
供
た
ち
を
迎
え
開

校
致
し
ま
し
た
。 

一
日
目
は
宝
探
し
に
数
珠
作

り
、
縁
日
・
花
火
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
込
み
、
学

習
の
面
に
お
い
て
は
、
日
常
の

五
心(

謙
虚
・
反
省
・
素
直
・
奉

仕
・
感
謝)

を
テ
ー
マ
に
役
課
の

お
上
人
方
が
日
常
の
生
活
を
元

に
話
し
ま
し
た
。
紙
芝
居
で
は

重
須
婦
人
会
の
方
々
が
、
日
興

上
人
や
日
尊
上
人
に
つ
い
て
披

露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た

各
地
で
活
躍
す
る
重
須
孝
行
太

鼓
の
皆
様
に
お
手
伝
い
頂
き
、

太
鼓
の
た
た
き
方
、
演
奏
を
し

て
頂
き
、
そ
の
迫
力
あ
る
音
に

興
味
津
々
で
し
た
。
夜
に
は
、

僧
侶
マ
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
も
活

躍
中
の
五
太
子
晃
龍
上
人
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、
子
供
達
は
間
近
で
見
る
マ

ジ
ッ
ク
に
大
興
奮
し
、
驚
い
て

ま
し
た
。
一
日
目
の
最
後
は
心

を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
、
客
殿

に
於
い
て
お
題
目
を
無
心
に
唱

え
一
日
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

二
日
目
は
朝
の
勤
行
に
参
列

し
、
正
座
し
た
足
の
痛
み
も
忘

れ
、
一
心
に
手
を
合
わ
せ
て
い

る
姿
は
、
尊
い
も
の
を
感
じ
ま

し

た
。
そ

の

後
、
ラ

ジ

オ

体

操
、
広

い

本

堂

の

掃

除
、
写

経
、
ご
両
親
へ
の
感
謝
の
手
紙

等
、
日
常
で
は
体
験
出
来
な
い

数
多
く
の
事
を
こ
の
お
も
す
道

場
で
体
験
学
習
し
、
全
員
が
元

気
よ
く
日
程
を
終
え
ま
し
た
。 

 

閉
校
式
で
は
鈴
木
執
事
長
よ

り
、
「
当
た
り
前
の
事
が
本
当

は
有
難
く
大
事
な
事
で
、
家
族

や
周
り
の
人
に
感
謝
を
し
て
、

お
題
目
と
唱
え
る
と
共
に
素
直

な
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。
」
と

述
べ
ら
れ
、
一
泊
二
日
の
お
も

す
道
場
は
今
年
も
無
事
に
閉
校

致
し
ま
し
た
。 

  

御 

礼 

 

ご
協
賛
頂
い
た
関
係
各
聖
各

位
、
こ
と
に
は
重
須
孝
行
太
鼓

父
母
会
の
皆
様
に
は
、
連
日
サ

ポ
ー
ト
を
頂
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

協
賛
者
芳
名 

(

順
不
同)

 
 
 
 
 
 

 

養 

仙 

坊 

様 

 

東 

陽 

坊 

様 

 

西 

之 

坊 

様 

 

養 

運 

坊 

様 

 

蓮 

行 

坊 

様 

 

本 

妙 

寺 

様 

 

本 

光 

寺 

様 

 

福 

泉 

寺 

様 

 

小
林 

歌
子 

様 

 

重
須
婦
人
会 

様 

 

重
須
孝
行
太
鼓
保
存
会 

様 
 
 

 
お
も
す
道
場
開
催 おもす道場少年少女の皆さん 
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阿 あ

脩 し
ゅ

羅 ら

王 お
う

の
物
語 

 

前
回
は
阿
脩
羅
王
を
ご
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ

り
ま
し
た
の
で
、
少
し
阿
脩
羅
王
の
お
話
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

阿
脩
羅
王
は
元
々
天
界
に
い
ま
し
た
が
、
天
界
の

王
で
あ
る
帝
釈
天
が
阿
脩
羅
王
の
愛
娘
を
見
そ
め
、

連
れ
去
り
ま
し
た
。
憤
慨
し
た
阿
脩
羅
王
は
家
来
を

率
い
て
、
帝
釈
天
に
戦
い
を
挑
む
の
で
す
が
、
敗
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
幾
度
と
な
く
戦
い
に
挑
む
中
、
い

つ
し
か
愛
娘
は
帝
釈
天
の
虜
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
と
う
と
う
阿
脩
羅
王
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
、

闘
争
を
好
む
鬼
と
な
り
、
つ
い
に
は
天
界
か
ら
追
放

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

阿
脩
羅
王
と
仏
法 

 

し
か
し
、
仏
法
を
守
護
す
る
八
部
衆
と
。
か
つ
て

過
ち
を
犯
し
た
者
で
も
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
、
阿
脩

羅
王
が
仏
教
守
護
の
善
神
と
な
っ
た
こ
と
で
、
暗
に

教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。 

四
人
の
阿
脩
羅
王
は
お
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
、
婆
稚

（
ば
ぢ
）
阿
脩
羅
王
、
佉
羅
騫
駄
（
か
ら
け
ん
だ
）

阿
脩
羅
王
、
毘
摩
質
多
羅
（
び
ま
し
っ
た
ら
）
阿
脩

羅
王
、
羅
睺
（
ら
ご
）
阿
脩
羅
王
と
い
い
、
こ
の
四

人
の
阿
脩
羅
王
も
百
千
の
お
付
き
を
従
え
て
こ
の
座

に
あ
り
ま
し
た
。 

 

四
人
の
迦 か

楼 る

羅 ら

王 お
う 

 

天
龍
八
部
衆
の
中
で
最
後
に
登
場
す
る
の
が
迦
楼

羅
王
方
で
す
。 

迦
楼
羅
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「garu

ḍ a

ガ
ル

ダ
」
に
漢
字
を
あ
て
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
イ
ン

ド
神
話
に
出
て
く
る
神
の
鳥
ガ
ル
ダ
で
、
口
か
ら
金

の
火
を
吹
き
、
広
げ
る
と
三
百
三
十
六
万
里
に
も
達

す
る
と
さ
れ
る
赤
い
翼
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
「
金
翅

鳥
（
こ
ん
じ
ち
ょ
う)

」
「
妙
翅
鳥(

み
ょ
う
し
ち
ょ

う)

」
と
意
訳
さ
れ
る
、
鳥
の
姿
を
し
た
神
さ
ま
で

す
。
ガ
ル
ダ
は
、
龍
（
毒
蛇
）
を
主
食
と
す
る
と
さ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
毒
蛇
は
、
仏
教
に
お
い
て
は

雨
風
を
起
こ
す
悪
龍
と
さ
れ
、
ま
た
煩
悩
の
象
徴
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
毒
蛇
か
ら
人
を
守
り
、
龍
や
蛇

を
食
べ
る
が
如
く
、
衆
生
の
煩
悩
（
三
毒
）
を
食

べ
、
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
出
て
き
た

神
さ
ま
と
同
じ
よ
う
に
仏
法
を
守
護
す
る
神
様
と
し

て
、
天
龍
八
部
衆
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

余
談
で
す
が
、
こ
の
ガ
ル
ダ
は
東
南
ア
ジ
ア
で
は

有
名
な
鳥
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
章
に
用
い
ら

れ
て
い
る
鳥
も
ガ
ル
ダ
で
、
国
営
会
社
で
あ
る
ガ

ル
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
は
こ
の
ガ
ル
ダ
か
ら

名
前
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
四
人
の
迦
楼
羅
王
の
お
名
前
が
そ
れ
ぞ
れ
、

「
大
威
徳(

だ
い
い
と
く)

迦
楼
羅
王
」
「
大
身(

だ

い
し
ん)

迦
楼
羅
王
」
「
大
満(

だ
い
ま
ん)

迦
楼
羅

王
」
「
如
意(

に
ょ
い)
迦
楼
羅
王
」
で
、
こ
の
迦
楼

羅
王
も
、
そ
れ
ぞ
れ
百
千
の
お
付
き
を
従
え
て
こ
の

座
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

阿 あ

闍 じ
ゃ

世 せ

王 お
う 

 

通
序
の
最
後
に
紹
介
さ
れ
る
の
が
、
人
間
界
の
王

で
あ
る
「
韋 い

提 だ
い

希 け

の
子
、
阿
闍
世
王
」
で
す
。 

阿
闍
世
は
、Ajā tashatru

ア
ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト

ル
を
音
写
し
た
お
名
前
で
、
古
代
イ
ン
ド
に
栄
え
た

マ
ガ
ダ
国
（
現
在
の
ビ
ハ
ー
ル
州
あ
た
り
）
の
王

で
、
父
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
を
殺
害
し
て
王
位
を
得
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

お
釈
迦
様
と
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王 

 

阿
闍
世
王
は
、
前
マ
ガ
ダ
国
王
・
頻 び

ん

婆 ば

娑 し
ゃ

羅 ら

（
ビ

ン
ビ
サ
ー
ラ
）
と
韋 い

提 だ
い

希 け

（
ヴ
ァ
イ
デ
ー
ヒ
―
）
夫

人
と
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。 

父
・
頻
婆
娑
羅
は
お
釈
迦
様
と
友
人
で
あ
っ
た
と

さ
れ
、
お
釈
迦
様
が
出
家
し
た
当
初
は
、
カ
ピ
ラ
城

に
帰
る
よ
う
勧
め
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
お
釈
迦
様

の
出
身
部
族
で
あ
る
釈
迦
族
は
、
コ
ー
サ
ラ
国
に

よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
お
り
、
マ
ガ
ダ
国
と
コ
ー
サ
ラ

国
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
出
家
を
思
い
と
ど

ま
る
よ
う
に
説
得
し
、
戦
象
を
提
供
し
て
支
援
す
る

こ
と
を
申
し
出
た
の
で
す
が
、
お
釈
迦
様
は
こ
の
申

し
出
を
拒
絶
し
、
頑
な
に
成
仏
を
目
指
さ
れ
ま
し

た
。 お

釈
迦
様
が
覚
り
を
開
か
れ
て
か
ら
は
在
家
信
者

の
中
で
も
一
、
二
を
争
う
ほ
ど
熱
心
に
帰
依
さ
れ
た

と
い
い
、
出
家
者
が
修
行
す
る
た
め
の
宿
舎
で
あ
る

竹
林
精
舎
を
寄
進
し
た
り
、
山
頂
ま
で
の
石
段
を
整

備
し
た
り
ま
し
た
。
こ
の
道
は
今
で
も
「
ビ
ン
ビ

サ
ー
ラ
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
ロ
ー
ド
に
は
、
「
釈
尊
会
」

の
代
表
で
あ
っ
た
、
小
野
兼
弘
上
人
の
寄
進
に
よ
る

「
霊
山
橋
」
と
い
う
橋
も
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

続
く) 

 
法
華
経
に
学
ぶ 

 

第
二
十
六
回 

 
 
 
 
 
    

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 



   令和６年９月  お も す の 森              第159号      

  

      

前
回
は
方
便
品
・
寿
量
品
の
二
品
の
読
誦
に
つ

い
て
問
う
て
ま
い
り
ま
し
た
。
宗
祖
や
開
山
上
人

の
教
示
に
随
い
、
本
門
寺
に
於
て
は
常
の
御
所

作
・
略
の
法
華
経
と
し
て
方
便
品
・
寿
量
品
を
読

誦
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
余
品
の
読
誦
に
つ

い
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
「
さ
れ
ば
常
に
は
此

方
便
品
・
寿
量
品
の
二
品
を
あ
そ
ば
し
候
て
、
余

の
品
を
ば
時
々
御
い
と
ま
の
ひ
ま
に
あ
そ
ば
す
べ

く
候
。
」
（
『
月
水
御
書
』
定
本
二
九
〇
ー
二
九

一
頁
）
と
宗
祖
は
時
々
暇
の
あ
る
時
に
読
ま
れ
る

が
良
い
と
教
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
當
門
流

に
於
て
は
古
来
よ
り
、
「
読
誦
謗
法
」
＝
法
華
経

の
書
写
や
読
誦
は
謗
法
、
「
専
唱
題
目
」
＝
専
ら

御
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
本
義
と
す
る
論
が
あ
り

ま
す
。
論
の
依
処
と
す
る
『
日
興
上
人
御
伝
草

案
』
に
「
一
部
八
巻
如
法
経
は
末
法
に
入
て
は
謗

法
た
る
べ
き
事
」
（
『
宗
学
全
書
』
二
五
六
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
但
し
一
部
八
巻
＝
法
華
経
廿
八
品

で
す
が
、
如
法
経
＝
「
一
定
の
規
則
に
従
っ
て
写

経
す
る
こ
と
。
特
に
法
華
経
を
書
写
供
養
し
、
こ

れ
を
埋
経
す
る
行
事
を
い
う
。
ま
た
供
養
の
法

会
、
書
写
し
た
経
巻
を
も
い
う
。
（
『
岩
波
仏
教

辞
典
』
六
四
一
頁
）
と
あ
り
、
伝
統
的
な
法
華
経

の
書
写
や
供
養
会
を
指
す
の
か
、
法
華
経
そ
の
も

の
を
指
す
も
の
か
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
続
い
て

「
神
力
品
云
く
上
行
菩
薩
ノ
御
言
、
我
等
も
亦
是

の
真
浄
の
大
法
を
得
て
、
受
持
・
読
誦
・
解
説
・

書
写
し
之
を
供
養
す
、
又
云
く
要
を
以
て
之
を
言

わ
ば
、
如
来
一
切
所
有
之
法
・
如
来
一
切
自
在
神

力
・
如
来
一
切
秘
要
之
蔵
・
如
来
一
切
甚
深
之

事
、
皆
此
の
経
に
於
て
宣
示
顕
説
す
。
是
の
故
に

汝
等
如
来
の
滅
後
に
於
て
、
応
当
に
一
心
に
受

持
・
読
誦
・
解
説
・
書
写
し
説
の
如
く
修
行
す
べ

し
。
末
法
に
は
五
字
に
限
り
て
修
行
す
べ
し
と
見

え
た
り
。
取
要
抄
云
く
日
蓮
は
広
略
を
捨
て
て
肝

要
を
好
む
。
所
謂
上
行
菩
薩
所
伝
の
妙
法
蓮
華
経

是
也
、
肝
要
を
取
つ
て
末
代
に
當
て
五
字
を
授
与

す
こ
と
当
世
異
義
有
る
可
か
ら
ず
文
。
」
（
『
宗

学
全
書
』
二
五
六
頁
）
と
如
来
神
力
品
の
経
説
、

宗
祖
の
『
法
華
取
要
抄
』
の
教
説
を
示
し
末
法
に

於
け
る
修
行
法
を
、
法
華
経
の
結
要
・
肝
要
で
あ

る
御
題
目
の
五
字
と
説
示
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
「
数
ケ
条
御
書
の
中
一
部
の
五
種
の
行
都
て
見

え
ず
、
た
と
い
之
あ
り
と
雖
も
佐
渡
已
前
乃
至
未

勘
の
時
の
事
は
（
略
）
権
者
大
聖
も
初
の
行
儀
は

か
く
の
如
く
な
れ
ど
も
経
文
に
符
合
し
己
証
と
し

給
は
ん
御
書
を
用
ゆ
べ
き
事
也
。
」
（
『
宗
学
全

書
』
二
五
六
ー
二
五
七
頁
）
と
一
部
之
五
種
行
を

認
め
る
御
書
が
有
っ
て
も
、
佐
渡
以
前
の
御
書
や

未
勘
の
時
の
教
示
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
乍
ら
佐
渡
以
後
の
御
書
に
於
て
も
、
「
一
庵

室
を
見
る
に
法
華
読
誦
の
音
、
青
天
に
響
き
一
乗

談
義
の
言
山
中
に
聞
ゆ
」
（
『
忘
持
経
事
』
定
本

一
一
五
一
頁
）
「
学
乗
房
を
も
つ
て
は
か
に
つ
ね

づ
ね
法
華
経
を
よ
ま
せ
給
え
と
か
た
ら
せ
給
え
」

（
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
定
本
一
五
四
七
頁
）

「
二
十
四
日
の
戌
亥
の
時
、
御
所
に
す
え
し
て
、

三
十
余
人
を
も
つ
て
一
日
経
か
き
ま
い
ら
せ
」

（
『
地
引
御
書
』
定
本
一
九
八
四
頁
）
等
、
追
善

供
養
や
大
師
講
に
際
し
法
華
経
の
書
写
や
読
誦
が

確
認
で
き
ま
す
。
又
一
方
で
「
直
ち
に
専
ら
此
経

を
持
つ
と
云
う
は
一
経
に
亘
る
に
非
ず
、
専
ら
題

目
を
持
て
余
文
を
雑
え
ず
。
尚
一
経
の
読
誦
だ
も

許
さ
ず
何
に
況
や
五
度
を
や
」
（
『
四
信
五
品

抄
』
定
本
一
二
九
七
頁
）
「
今
末
法
に
入
り
ぬ
れ

ば
余
経
も
法
華
経
も
せ
ん
な
し
。
但
南
無
妙
法
蓮

華
経
な
る
べ
し
。
（
略
）
此
の
南
無
妙
法
蓮
華
経

に
余
事
を
ま
じ
え
ば
、
ゆ
ゆ
し
き
ひ
が
事
也
。
」

（
『
上
野
殿
御
返
事
』
『
本
門
要
軌
』
一
〇
八
ー

一
〇
九
頁
）
と
も
教
示
さ
れ
ま
す
。
末
法
に
は
五

字
に
限
り
て
修
行
す
べ
し
。
末
代
に
當
て
五
字
を

授
与
す
と
は
、
末
法
の
下
劣
機
根
、
逆
縁
な
る
私

達
衆
生
の
成
仏
に
対
す
る
者
、
こ
れ
に
対
し
順
縁

な
る
佛
祖
三
宝
・
諸
天
善
神
に
対
す
る
法
味
言

上
、
宗
祖
先
師
に
対
す
る
報
恩
読
誦
は
別
と
考
え

る
も
の
か
。
一
部
之
五
種
行
と
は
、
御
題
目
受
持

の
心
を
失
う
て
修
す
る
五
種
行
の
事
で
あ
る
と
解

釈
す
べ
き
か
と
存
じ
ま
す
。
『
御
義
口
伝
』
に
は

「
今
日
蓮
等
之
弘
通
ノ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ハ
體

也
。
心
也
。
廿
八
品
ハ
用
也
。
廿
八
品
ハ
助
行

也
。
題
目
ハ
正
行
也
。
正
行
二
助
行
ヲ
攝
ス
ベ
キ

也
云
云
。
」
（
定
本
二
七
一
五
頁
）
と
説
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

ひ
と
ま
ず
助
行
（
読
経
）
を
終
え
ま
す
。(

続
く) 

『
本
門
要
軌
』
を
読
む 

第
二
十
五
回 

 
  
   

  

布
教
伝
道
部
執
事 

阿
部 

和
正 

4 



   令和６年９月  お も す の 森              第159号      
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合 掌 

 檀信徒の皆様におかれましては、菩提所並びに当山に護持丹精頂き厚く御
礼申し上げます。 

 さて、本山として一番大切な行事である御会式（高祖日蓮大聖人の御命日
忌）・並びに新年祝祷会には例年、皆様からお申し込み頂いた提灯を点灯
し、境内を幽玄に照らし道場を荘厳して参りました。これらにより毎年、御
会式・祝祷会の期間には数多くの方々に御参拝を頂いております。 

 つきましては、当山では年に一度、檀信徒の皆様に提灯奉納の御案内をし
ており、新たにお申し込み頂ける方はもとより、以前に御奉納頂いた方々に
も、継続してお申し込み下さいますよう重ねてお願い申し上げます。 

 尚、御奉納頂いた皆様には、その篤志を生御影尊にご報告させて頂くと共
に、各家の隆昌を御祈念させて頂きます。           
                                                    再 拝
提灯志納料  5,000円（１年ごと更新） 

申込み方法  同封の郵便振替用紙にてお申込み下さい 

申込み期限  10月20日 ※新規の方は提灯製作の為お早目にお申込下さい 

提灯大きさ  尺胴長（縦 約33㎝） 

白地に赤の文字で正面に「奉讃生御影尊」の印刷文字 

 

 

 

 

 

 

※生御影尊の右側に住所、左側に御芳名又は会社名をお入れいたします 

御奉納頂いた提灯は、11月の初めより御会式（11月13日）までの間、及び新

年祝祷会を挟み年末年始の前後約1週間を目安に点灯致します。期間中は当

山に是非ご参拝下さい。ご不明な点は当山までお問い合わせ下さい。  

                                            執事長 鈴木 春雄 

  

秋季彼岸会の御案内 
          下記の通り、彼岸会法要を厳修致しますので、是非御参拝ください。      

 

             日 時 令和６年９月２２日（日） 
                       午前 １０時～    
             場 所 本山  客 殿 



   令和６年９月  お も す の 森              第159号      
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新
寂
回
向
事
務
局
よ
り 

御
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
各
御
霊
位
の

御
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

   西
之
坊 

故 

赤
池 

よ
し
子
様 

久
成
寺 

故 

滝
口 

絹
江 

様 

久
成
寺 

故 

佐
野 

琴
子 

様 

西
之
坊 

故 

植
松 

國
風 

様 

西
之
坊 

故 

若
林 

庸
夫 

様 

養
仙
坊 

故 

朝
日 

任
子 

様 

養
仙
坊 

故 

若
狭 

や
ゑ
じ
様 

養
運
坊 

故 

渡
井 

ハ
ツ
子
様 

養
運
坊 

故 

佐
野 

邇
夫 

様 

東
陽
坊 

故 

松
村 

幸
子 

様 
 

 八
月
末
日
迄 

申
込
み
・
申
請
順 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
六
年
九
月 

十
九
～
二
十
五
日 

秋
季
お
彼
岸 

二
十
二
日 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

二
十
七
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

 

令
和
六
年
十
月 

 

五 

日 

白
糸
本
源
寺
入
退
寺
式 

 

八 

日 

徳
島
県
宗
務
所
団
参 

 

十 

日 

重
須
会
研
修
会 

十 

一 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

十 

八 

日 

重
須
婦
人
会
団
参 

二
十
五
日 

檀
信
徒
境
内
清
掃
奉
仕 

 
 
 

 
 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

 
 
 

 
 

三
輪
是
法
先
生
勉
強
会 

本
門
寺
の
主
な
予
定  

 
 
 
 

 

香
華
・
そ
の
他 

供
養 

市
内
北
山 

星
谷
と
み
子 

様 
 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

本
門
寺
内 

重
須
婦
人
会 

様 

本
山
塔
中 

寺
庭
婦
人 

 

様 

本
門
寺
内 

石
川
由
緒
家 

様 

市
内
北
山 

望
月 

正
見  

様 

静 

岡 

市 

紺
文
シ
ル
ク 

様 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

本
年
度
、
塔
中
末
寺
寺
院
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
護
山
志
納
金

を
お
納
め
頂
き
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
左
記
に
、
ご
寺

院
名
を
掲
載
し
、
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

令
和
６
年
度
分 

塔
中 

 
 

西
之
坊 

様 
 
 
 
 
 

東
陽
坊 

様 
 
 
 
 
 

蓮
行
坊 

様 

富
士
宮
市 

本
光
寺 

様 
 
 
 
 
 

正
林
寺 

様 

富
士
市 

 

本
國
寺 

様 

三
島
市 

 

伊
豆
国
分
寺 

様 

伊
東
市 

 

蓮
正
寺 

様 

清
水
区 

 

妙
隆
寺 

様 

山
梨
県 

 

本
源
寺 

様 
 
 
 
 
 

正
法
寺 

様 
 
 
 
 
 

本
妙
寺 

様 
神
奈
川
県 

宗
川
寺 

様 
 
 
 
 
 

本
禅
寺 

様 
 
 
 
 
 

蓮
妙
寺 

様 

東
京
都 

 
蓮
華
寺 

様 
 
 
 
 
 

法
輪
寺 

様 

岡
山
県 

 

顕
本
寺 
様 

新
潟
県 

 

本
光
寺 
様 

 

令
和
５
年
度
分 

沼
津
市 

 

本
能
寺 

様 

神
奈
川
県 

宗
川
寺 

様 
 
 
 
 
 

蓮
妙
寺 

様 

東
京
都 

 

蓮
華
寺 

様 

御
丹
精
頂
き
、 

 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
も
す
の
森
賛
助
金
御
礼 

９月迄の三光池の工事状況 

埼
玉
県 

本
法
寺 

 

院
首 

須
加 

晃
仁
上
人 

 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

護
山
志
納
金
の
報
告 

スロープも徐々に形に 

 
連
日
、
暑
さ
の
厳
し
い

日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
暑
い
と
「
早
く

涼
し
く
な
ら
な
い
か
な
」

と
思
わ
ず
感
じ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
秋
の
お
彼
岸
の

頃
に
は
、
こ
の
暑
さ
も
和

ら
ぎ
幾
分
か
過
ご
し
や

す
い
日
を
送
る
事
が
出

来
る
で
し
ょ
う
。
と
い

う
こ
と
で
今
回
は
「
お

彼
岸
」
に
つ
い
て
少
し

お
話
を
し
ま
す
。 

 

お
彼
岸
は
年
に
二

回
、
春
の
彼
岸
と
秋
の

彼
岸
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
春
分
の
日
・
秋

分
の
日
を
中
日
と
し
て

前
後
三
日
、
計
七
日
間

を
指
し
ま
す
。 

 

「
彼
岸
」
は
彼
の
岸

と
書
き
ま
す
が
、
こ
れ

は
仏
様
の
悟
り
の
世
界
を

表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
迷
い
の
世
界
を
「
此

岸
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の

七
日
間
は
、
仏
様
の
悟
り

の
世
界
に
常
住
さ
れ
る
ご

先
祖
様
の
ご
供
養
を
す
る

と
共
に
、
迷
い
の
世
界
に

い
る
我
々
も
悟
り
を
目
指

し
て
仏
道
修
行
に
励
む
期

間
で
あ
る
の
で
す
。 

 

「
彼
岸
」
は
「
日
願
」

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

春
分
の
日
が
農
耕
開
始
時

期
に
当
た
る
こ
と
、
秋
分

の
日
が
収
穫
の
時
期
に
当

た
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
昼
と
夜
の
時
間
が
等

し
い
日
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
太
陽

に
対
す
る
御

恩
と
祈
り
が

関
係
す
る
の

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

 

日
々
の
生

活
や
季
節
の

節
目
で
ご
先

祖

様

を

敬

い
、
い

た

だ

い

た

命
、
自

然
の
恵
み
に

感
謝
す
る
気

持
ち
は
遠
い

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。 

 お彼岸について 
 

 秋季彼岸 令和６年９月19日～25日 

 

塔
中
特
別
志
納
金
の
報
告 

令
和
六
年
度
分 

塔
中 

 
 

西
之
坊 

様 


